度度 噂の あった 事が、 いよ/ \ 実行せられ ると 聞い 

た 時、 巿 中の 人民 は 次第に 興奮して 来た。 これまで 毎 

年 口 ォデン シャイ ド巿に 来る 曲馬師の 組 は、 普通の 天 

幕の 中で 興行した の だが、 それ はもう 罷 めら れる。 旅 

ぢ やう 

興行が 定 興行になる。 お 寺の すぐ 脇の マリアの 辻に 

は、 鉄骨の 大曲 馬場が 立つ。 五 千 人 入で ある。 や 

れく 安心 だ。 さう なれば、 誰でも 往 かれる。 そのう 

ち 番附が 出た。 どの 番組が 早く 見たい と 云 はう か、 ど 

う も 気が 迷って ならない。 水藝 をす る 白熊 十七 匹 も、 

アラビア 沙漠の 十 匹の 牝馬 も 火 踊 をす る コブラ 嬢 も、 

音楽の わかる 道化師 トロ ッ テル も、 どれ もく 見たい。 



一月 一日の 場所 開きに は、 二 興行 ある。 一つ は 午後 

三時に 始まる ので、 今一 つ は 午後 七 時に 始まる ので あ 

る。 札 は どちらも 疾っくに 売り切れた。 これまで 度度 

難儀に 逢って 来た 巿立 劇場の 座主 は、 妬ましげ に此人 

気 を 見て ゐる。 いやはや。 己なん ぞは ワグネル を 聞せ 

て 遣ったり、 イブセン を 見せて 遣ったり する。 一 歩 進 

んでバ アナ アド. ショォ を も 見せて 遣る。 所が 人の 見 

たがる の は 白熊 や 手長猿 だ。 口 ォデ ン シャイ ド巿の 物 

の わかる 連中に 来て 貰 はう と 思って、 何遍も 骨 を 折つ 

て 見た。 所が 誰も 来て はくれ ない。 それが どう だ。 今 

あの 曲馬に なら、 人波 を 打って 押し寄せる。 しかもな 



に 近く 地歩 を 占めよう として、 次第 次第に 簇 がって 来 

た。 各 番号の 打って ある 札 を 持って はゐ るが、 遅く 

往 つたら 這 入られまい かと 云 ふ 心配 をして ゐる。 それ 

は 偽札が 出た と 云 ふ 噂 を 聞いた ので、 番号が 重なって 

ゐる かも 知れぬ と 思 ふので ある。 そのうち 群集が 危険 

な大 さに なった。 曲馬 を 見ようと する 段になる と、 大 

商店の 主人 も 貧乏 極まる 織屋 職工と 同じ やうに、 神聖 

なる 権利の ために 奮闘す る。 実は 今にな つて 見る と、 

i 心 張って 車に 乗って 晚の 見物に 来た 富豪が、 心の 内で 

現に 場内の 暖ぃ 席に ゐる 貧乏人 を 羨んで ゐる。 

き ぐつ 

元日 は 馬鹿に 寒かった。 毛皮 外套 を 被ても、 ゴム 沓 



を 穿いても 余リ 長く 外に 立って は ゐられ ない。 せぎ 合 

つて ゐる 人の 体の ぬくもり は、 互に 暖め はしないで、 

却て 気分 を 悪く する。 そこで 老人 連 はもう いやにな つ 

て 来たが、 一し よに 来た 若い 人達 は 早く 見たがって 胸 

を 跳ら せて ゐる。 兎に角 皆 気が いらって 来て ゐる。 

やっとの 事で 電燈が ぱっと 附 いた。 昼の 興行が 済ん 

だので ある。 

入口に 構へ てゐた 警部が 呼んだ。 「さあ/ \ 皆さん。 

少し あとへ お 引なさい。 両側へ お 寄なさい。 道 を あけ 

て、 中に ゐる 連中 を 出して 遣らなくて は ご 皆さんと 敬 

つて 置いて、 出して 遣る と 貶した 所に、 詞に 力を入れ 



ことば だた かひ 

こんな 風に 第一線で 詞 戦 をす る。 双方が 時時 突 

貫 を 試みよう とする。 女 はきい/ \ 云 ふ。 男 は 罵る。 

子供 は 泣く。 そのうち 弱い ものが 二三 人 押し倒される。 

うしな あ ざ 

気 を 喪 ふ。 それ を 踏み付ける。 罵詈け る。 歎願す る。 

あらあらしく、 むちゃくちゃに 押し合 ふ。 いつまで 遣 

つても 同じ 事で ある。 息の 抜け やうがない。 

「これ はこれ は。 お客様 方 ごかう 云って 出て 来たの は、 

赤い 燕尾服 を 被て、 手に 鞭 を 持った 頭の カスペ リイ 二 

ィ である。 仲裁 は 功 を 奏せない。 血が 流れる。 失敗 だ。 

初日の 大当 を、 お客様が i 壊して しま ふので ある。 な 

ん たる 惨状 だら う。 「皆さん 皆さん。 わたしの 言、 かこ 
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